
第 96回大腸癌研究会 倫理審査委員会 

議事録 

 

日  時： 令和 4年 1月 20 日(木) 12：00～ 

場  所： 浜松町コンベンションホール 5F ホール B 

現地および Zoom による Hybrid 会議 

出席委員： 池田正孝、植竹宏之、掛地吉弘、川上祥子、河内 洋、豊田昌徳、長谷川寛、 

正木忠彦、間部俊明     (五十音順、敬称略) 

欠席委員： なし    

委員総数 9名中、出席 9名で、委員会成立の定足数を満たした。 

陪  席： 猪俣 雅史(次期委員長) 

 

議事 

１、 当倫理審査委員会の委員長は次回第 97 回大腸癌研究会から猪俣委員長に交代となる報告があり、 

猪俣次期委員長から挨拶があった。 

 

２、 令和３年 8月から令和 4年 1月までの間に新規申請の研究課題は無く、8件の変更申請があったと

の報告がなされた。 

 

３、 各委員からの近況報告があった。新規申請が少ないことについて COVID19 感染状況が影響してい

る可能性、COVID19 に関連した医療制度の在り方、Patient and Public Involvement (PPI)の視点

から研究の審査に患者等が参加すること、ゲノム医療の今後の普及を考えると遺伝診療に関して

経験豊富な委員が今後より重要となってくるであろうこと、等について意見交換した。 

 

４、 演題登録時に倫理審査を登録要件とするかについては、今後も検討していくこととなった。 

 

以上 

 

(文責：掛地) 



2022 年 1 月 20 日・21 日 

第 96 回大腸癌研究会 

浜松町コンベンションホール 

大腸癌研究会 倫理審査委員会 

1）倫理審査研究一覧 

研究課題名 研究代表者 新規/再申請 審査結果 

 

1． 家族性大腸腺腫瘍(FAP)に関する 

後方視的多施設共同二次研究 

 

遺伝性大腸癌委員会 

委員長  

冨田 尚裕 

 

再申請 

  

2021 年 7 月 19 日 

承認 

 

2. 後方視的観察研究による日本人 

リンチ症候群の大腸病変に対する 

消化器内視鏡研究 

 

遺伝性大腸癌委員会 

委員長 

冨田 尚裕 

 

再申請 

 

2021 年 7 月 19 日 

承認 

 

3. 大動脈周囲リンパ節転移の治療方針に

関する研究 

 

東京医科歯科大学  

消化管外科学  

教授 

絹笠 祐介 

 

再申請 

 

2021 年 9 月 10 日 

承認 

 

4. pT1 大腸癌のリンパ節転移の リスク

因子に関する日英共同研究 

 

防衛医科大学校 

外科学講座  

教授 

上野 秀樹 

 

再申請 

 

2021 年 10 月 18 日 

承認 

 

5. 『pT1 大腸癌のリンパ節転移の国際共

同研究』 大腸癌治療ガイドラインに採用

されている pT1 (SM)癌のリンパ節転移

リスク因子の意義に関する検証と、

Nomogram を用いたリンパ節転移リスク

算出 tool の作成 

 

防衛医科大学校 

外科学講座  

教授 

上野 秀樹 

 

 

 

再申請 

 

 

 

 

 

 

2021 年 10 月 18 日 

承認 

 

 

 

 



 

6. 大動脈周囲リンパ節転移の治療方針に

関する研究 

 

東京医科歯科大学  

消化管外科学  

教授 

絹笠 祐介 

 

再申請 

 

2021 年 11 月 10 日 

承認 

 

7. 直腸癌治療における側方郭清に関する

多施設前向き観察研究 

 

国立がん研究センター 

中央病院  

大腸外科 金光 幸秀 

 

再申請 

 

2021 年 11 月 29 日 

承認 

 

8. 肛門管癌の病態解明と Staging に 

関する研究 

 

大腸肛門病センター 

高野病院  

理事長  

山田 一隆 

 

再申請 

 

2021 年 12 月 17 日 

承認 

 

 

 

 


